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緒 言

各種の原因による炎症に際 しては、一般に炎症

竈の毛細血管壁は障碍ぜ られその透過性の先進 を

見る結果㍉炎症性浸潤を生す る に 至 るものにし

て、皿瓠ki蒐集は静脈内に注射ぜ・る色素が炎症性

滲風波を家兎め皮肉に注射せる部位に限局 して毛

細血管壁を滲透 して集積する事 を實 験的た誰明

し、炎症性滲韻液中に透過性因子の存在する事を

・明かにせ り。斯かる因子は同氏によれば犬及び家

兎の健常血清中にな飲類するか或は極めて微量に

存するに過ぎざれ ども當教室町回博士の研究によ
し

れば健常人血清中には少量な れ ど も明かに存在

す。但 し56。C30分 間の加熱により肋膜炎kt夜

中の透過性因子は不攣なるも健康者血清中の因子

は活性を失ふ◎從って附庸は別種の ものなるや も

知れすとなせ り◎兎に角、肋膜炎滲出液中に透過

性因子の存する事は上記諸家の研究によりて疑無

しと難 も非炎症性漏出液には斯かる因子存在せざ

るか又肋膜炎患者血清中の該因子含有量は健常者

』血清と著 しく異なるや否や等を明かにせん事 を坂

a及 び慶澤助教授 より命ぜ られたるを以て之 ・

に關し箇々の實験に裁ては戸塚講師の指導を受け

研究 したるを以てその成績 を鼓に報告すべ し。

貿 験 方 ・法

透過性因子の検出には ∬enki亘 氏の行ぴたる

倉方法による事 とせ り。帥ち家兎の脱毛せ る腹部皮

内に髄腔潴溜液若 くは血清の原液乃至之等 を生理

的食豊水を以七稀繹サるも㊧の02cc宛 を注射せ

る直後1:%と りバン青生理的食1謹水溶液10～15c

を耳静脈内に注入 し一20分 後當該虚置皮膚局所へ

の色素の集積状況を観察ぜ り。

髄腔潴溜液は患=者の胸腔若 くは腹腔液 を穿刺に

よ りて血清は正中静脈よ り穿刺によりて採取 し、

之等を一夜氷室内に放置 し、翌日分析せる繊維素

塊及び細胞成分等を遠心分離し㍗其筈の上清 を使

用せり。

家兎の個艘の異るにより色素の集積状況は可成

り差異あるを以て一定の石姥鮫液(5%石 炭酸液

を生理的食鰹水を以て10倍、25倍 及び50倍 に稀繹

せるもの)を 注射 してその色素集積状況を樹照と

して實験に供せる家兎が過敏なるか鈍感なるか又

は適當なるかを考慮 しつ 曳實験成績 を判定する事

どせ り。

成績の判定には色素の集積なきもの(一)、 集積

色素め直痙凡そ5㎜ 以下にして之が淡且つ限界

不明瞭なるもの(士)、 明かに青色を有するもの・

(十-暗 青色を呈せるもの(昔)及 び青色を帯びた

る黒色を呈するもの(冊)等 を直別せ り、

貿 験 成 績

(一)髄 腔潴溜漏出液の色素集積能 力。

本實験に於ては腎炎、肝硬憂症、心臓性懲血に

よる胸腔液叉は腹腔液につき第一表:に例示ぜるが

如 く多数の家兎を用ひ實験 を行ひたれども、各例
さ

に 就 て の 箇 々 の實 験 成 績 を省 略 し、 そ の綜 合 判 定

の結 果 の み を表 示 す れ ぼ 第 二 表 の如 し◎
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第二表 漏 磁波 のM:0扇 面 氏皮 膚反感 の綜合的 嚇

判 定__..・
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第三表 滲 出液のMe磁i難 民反感

〔症 例〕一 、25、 ♀ 〔病名コ左側滲出性 肋

膜 炎蒙肺結核

本實験によれぽ溝出液の皮内注射による色素の

集積作用は甚だ微弱に して、6例 中2例 に於ては

10倍稀膵液 により(±)の成績を得たるも爾鯨の4

例は該稀繹液に於て既に(一)を 示せ り。

(二)燈 腔潴溜滲串液の色素集積能力

滲出液中の透過性因子に關する實験成績は第三
ゴ

表に例示ぜるが如く實験動物によりて著しき個髄

的差異を呈するを以て各症例につき何れも多藪家

兎を用ひその成績を綜合して綜合 判定を決定せ

騒 騒 羨1麗繰 塩 鱒 寮ξ
採取當日検 したる成績と差異なく豪 も減少ずる事

なきを以て、多数例に於ては2日 以内少数例に於

襲

第四表 滲 出液 のMeu:kia氏 度膚反 磨り綜 合的判定一驚

へ所局唐皮置炭び及敷倍緯稀
積の集液素出色滲の
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ては3～4日 月に實験 を行ひた り・16名 の患者(1

例は南側性肋膜炎)に つき行ぴたる17實験成績の ・

綜合判定 を表示すれば第4表 の如 し。'.

本貴殿により肋膜炎患者の滲出液は原液のみ色・

鷲難趨 ξ灘 盤礁 攣鷺講旨忍6r
稀繹液が(±)の 強きに至る種々なる程度の差異あ

るを認めた り。 ポ
『4(三)健 康人血清の色素集積能力

實験材料としては坂 口内科馨局員5名 の正中静

脹よ り穿刺せ る血液 を一夜氷室内に艀直 し翌日血

清 を遠心分離 し、之 を生理的食豊水にて稀繹 して

使用せ り。その貴殿成績の綜合判定の結果は第5表

に示すが如 くに して、50倍稀繹色素集積能力(±)

の もの一例、100倍 稀繹液迄(+)な るもの一例 、

他の3例 は50倍(+)100倍(±)な り。即ち健常人

第六義

塾

第五表 徳 常人 血清 のMe惣kin氏 皮膚反

感 の綜合的判定・一覧{

氏 名
年齢 。性別

血清 の稀糧倍数及 び虎置局所
皮膚への色素集積

1・126iso100z・0

一
{

口止十十十♂●26一
-要 耶 「トi+ト ト一

拶

血清にてもMenki且 氏の因子は ユ00倍稀繹程度

迄含まれ居るを認めた り。

(四)髄 腔潴溜滲出液の色素集積能力と該患者

の血清の色素集積能力との比較

滲 出液及 び血 清のMenk加 氏皮膚反癒 の綜合的判 定一覧
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第6表 の示す如 く10例の肋膜炎患者の肋膜滲出

液 と其の患者の血清の色素集積能力を比 較 す る

に、血清のそれは25倍稀繹(+)乃 至100倍 稀輝 が

(±)な るに、肋膜炎滲出液の色素集積能力は既報

の如 く墜動の範園甚だしく廣 きを以て、肋膜炎患

者血清の色素集積能力は滲出液の其れよりも強き

場合 と弱 き場合あ りて.__.定せす。然 して上述の健

康人血清の色素集積能力と肋膜炎患:者の血清の其

れを比較せば著 しき差異無きを認めた り。

(五)髄 腔潴溜漏出液の色素集積能力と該患:者

の血清の色素集積能力との比較◎

第七表 漏 出涼及 び血清 のMen:kin氏 皮膚反慮 の綜 合的判 定一覧

…
氏 名

年齢 ・性別
病名及 び用 ひ し漏 出
液 の種類

漏 出液 の稀繰倍数及 び虜
置皮膚局所への色素集積

・i・2515・

血清の稀縄 倍数及び虎置:皮膚
局所 への色素集積

・・12515・i・ ・{2・ ・
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第7表 の示す如 く、5例 の浮腫患者の漏出液と

該患者の典清の色素集積能 力とを比較するに何れ

も血清のそれは25倍 乃至50倍 稀稗迄(±)に して、

漏出液のそれは既報せる如 く、殆んど原液に於て

のみ陽性にて、10倍 稀繹液にては陰性乃至(±)な

るを以て、漏凝{液を有する患者血清の色素集積能

力は漏縫腋 のそれよ りも高し。然 して上述の健常

人血清の色素集積能力と漏出液を有する患=者の血

清のそれを比較するに著 しき差異を認め難 し。

総括並に結論

健常人血清、肋膜炎患者の滲出液:、浮腫患者の
a

漏出液及び之等の患巻血清の毛細1血管障碍性物質

の含量を比較せ・んが爲 これ等の液 を生理的食塵水

を以て種々なる程度に稀繹 し、家兎の皮内に注射

し:たる直後1%ト リバン冑生理的食盛水溶液 を其

の耳静脈内に注入 し、20分 後當該堤置皮膚局所へ ・

の色素集積状況を観察 したるに次 の 結 果を得た

り◎

(1)6例 の漏出液は高々10倍稀繹液がMenkiR

氏度胸反慮(±)、 それ以上の稀繹液は(一)な るに

反 し、16例(17種)の 肋膜炎滲禺液は原液が(+)に

して、10倍稀繹は(一)の ものより、500倍 稀繹が

(十)に して1000倍 稀繹液が(±)な る程度に至る種

々なる階程のものあるを認めた り。

約言すれば漏出液はM:enkin皮 膚反磨弱 く、

肋膜炎滲萬液は強き傾向を有するを知れ り◎

(-)5名 の健常人血清の 皿eaki丑 氏皮膚反r

離 業の25倍 稀繹の ものは何れも皆確實に(+)、

50倍 稀繹にては大部分(5例 申4例)、100倍 稀

繹にては一例のみ(+)に て他は(一)乃 至(±)な り

き』即ち健常人血清中には 顧MeRkiu氏 の透過性

因子帥毛細血管障碍性物質は相當度含有せ らる Σ

を認 めたり。レ

(3)10例 の肋膜炎患者の血清のM印1kiμ 氏

反慮の強さは健常人血清に於け る と 殆ど差異な

し。然るに肋膜炎滲出液の色素集積能力は甚だし

き動揺を示す爲肋膜炎患者の血清の色素集積能力

は滲出液:に比し強き場合 と弱き場合とあ りて一一遣

せす。

(4)5例 の漏出液 を有する患者血清のMa止i嚢

底反慮は健常人血清 と殆んど差異な く、aii液:に

比すれば明かに強し◎
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